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1. 研究の背景・目的 
我が国では高齢化が急速に進み、令和 2 年時点で総人

口に占める割合（高齢化率）は 28.8%となった。今後も、
高齢化率は上昇を続け、令和 47年には 38.4％に到達する
と推計されている。ⅰ少子高齢化の進む我が国では、労働

力不足と社会保障給付費の増大は喫緊の課題である。 
こうした背景のなかで、高齢期の就労は重要なテーマ

となりつつある。一方で、高齢期の就労は単なる労働力

調達の観点に止まらず、健康維持、予防介護や生きがい

の観点からも重視されており、人生 100 年時代と呼ばれ
る現代において、高齢者が培った能力や経験を生かし、

生涯現役で活躍し続ける環境の整備が行われている。さ

らに、最近では、後期高齢者の増加に伴い要介護認定者・

高齢者介護施設利用者の増加ペースが拡大している。ⅱ

高齢期の就労の分野では定年を迎えたすぐの元気高齢者

だけではなく、要介護者や認知症高齢者、高齢者介護施

設利用者といった人々も生きがいを持って自分らしく働

ける環境の整備が求められている。 
そこで本研究では、実際に高齢者介護施設で行われて

いる高齢期の就労注１の取り組みの調査を通じ、高齢者介

護施設利用者の就労の現状とその意義を把握しその効果

や可能性についての知見を得ることを目的とする。 
 

2. 研究の方法 
2.1 調査対象施設 
１）調査対象施設の抽出 
厚生労働省や経済産業省のホームページ上の施策情報

や取組事例集、ウェブ記事、認知症ケア学会誌、論文等

をもとに就労を行っていると考えられる高齢者介護施設

を抽出した。そのうち施設概要や就労内容等がわかる 23
施設に対して詳細調査への協力依頼を行い、調査協力の

同意が得られた４施設においてヒアリング調査を行った。 
２）調査対象施設概要 

23施設の内訳としては、高齢者介護居住施設（６施設）、

高齢者介護通所施設（16 施設）、高齢者介護居住施設と

同様の経営母体の高齢者就労支援事業所（１施設）であ

った。このうち、ヒアリング調査対象施設は、高齢者介

護居住施設（１施設）、高齢者介護通所施設（２施設）、

高齢者介護居住施設と同様の経営母体の高齢者就労支援

事業所（１施設）であった。 
2.2 調査方法 
施策情報や取組事例集、施設の年間事業報告書、認知

症ケア学会誌、論文、書籍から＜施設の概要、就労形態、

就労内容、就労による効果、報酬の有無＞を把握した。

また、協力の得られた４施設においては、対面またはオ

ンラインでのヒアリング調査を行った。実施年月、施設

概要、回答者属性、就労形態は表１の通りである。 
表１ ヒアリング調査の概要 

 
3. 高齢者介護施設における高齢期の就労の現状 
ヒアリング調査をもとに高齢者介護施設が行う高齢期

の就労を、農作業型、軽作業型、見守り型の 3 つに分類

し、該当施設数とともに表 2に示した。 
表２ 高齢期の就労形態 

 農作業型就労では居住介護施設、通所介護施設ともに

身体的効果、精神心理的効果が強くみられた。また、多

くの施設で足腰に負荷がかからないレイズドベッド（立

ち上がり式畑）や室内の水耕栽培など高齢者に負荷がか

からず気軽に取り組めるような設備上の工夫が行われて

いた。 
 軽作業型就労は、居住介護施設、通所介護施設ともに

知的効果、認知的効果、精神心理的効果、社会的効果が

見られた。また、スケジュール管理能力や計画性の向上

といった時間に関する効果も見られ、これは日々の生活

と就労との距離感に近い居住介護施設でより強く見られ

た。また、調査を行ったすべての施設で、現金または施

設内で利用できる通貨といった、目に見える形での報酬

が生じていた。 
 見守り型就労に関しては、定めた就労の定義によって

通所介護施設のみの調査となるが、知的効果、認知的効

果、精神心理的効果、社会的効果が見られた。目に見え

る形での報酬は見られないが、役割づくりという観点か

らは、高齢期の就労における成果を示していると言える。 
 
4. 高齢者介護施設における高齢期の就労の効果 
４.１作業療法・園芸療法との違いや類似点 
本研究でテーマとしている就労に似たものとして、高

齢者介護施設でおいて取り組まれることも多い作業療法

や園芸療法が挙げられる。この作業療法や園芸療法では

応用的動作能力の維持改善、身体的効果、環境的効果、

知的効果、認知的効果、精神心理的効果、社会的効果、

実施⽇ 施設区分 回答者属性 就労内容
A事業所 2021/12/21 サ⾼住 施設⻑、事業所スタッフ、施設⼊居者 着物ほどき、梱包、⼩物クラフト
B施設 2021/1/14 サ⾼住 施設スタッフ、施設⼊所者 飲⾷店ホール業務
C施設 2021/12/22 デイサービス 副センター⻑、施設スタッフ、施設通所者 お弁当詰め・販売、⾷器洗浄
D施設 2021/12/26 宅⽼幼所 施設⻑ 乳幼児との交流、⾒守り

就労形態 就労形態の概要 居住施設 通所施設 事業所 合計

農作業型 5 3 0 8

軽作業型 1 4 1 6

⾒守り型 9 0 9

畑や⽔耕栽培等を⽤いた農・園芸作業
また、農作業の仕分け・販売等を⾏う就労
⼩物クラフトや梱包、弁当詰めなどの⼿作業
や⾼齢者でもできる⾝体負荷の⼩さい就労
乳幼児や障害児等の世話や
他世代交流による経験の伝承等の仕事



生きがい効果が認められている。ⅲ.ⅳ 
就労との違いや類似点を明らかにするために、調査項

目の中の［本人の就労に対する意識］、［施設スタッフや

家族からみた就労による影響］、［就労についての今後の

意識］、［報酬の有無］、［報酬形態］、［報酬の使い道］に

着目し、高齢者介護施設における高齢者の就労の効果と

作業療法・園芸療法の効果との関係を整理し図１のよう

に示した。ⅴまた、これまでの作業療法、園芸療法では見

られない高齢期の就労特有の効果を表 3に整理した。 

図１ 高齢者介護施設における高齢期の就労の効果と 

作業療法・園芸療法の効果との関係 

 
表３ 高齢期の就労に特徴的な効果 

報酬軸の効果 報酬によって生じる精神心理的効果や 
社会的効果 

時間軸の効果 スケジュール管理能力の向上、 
経験則利用、回想 

組織軸の効果 仲間形成による孤独感の軽減 
 

４.２就労の効果に影響を及ぼす各要因 
身体的効果は、就労内容と就労時の姿勢が要因となり、

就労内容が体を動かすもの、就労時の姿勢が立位の際に

効果が見られる。就労内容に応じ就労場所の設備の適当

な工夫を行うことで効果増大が見込まれる。 
報酬軸の効果は、報酬の有無はもちろんだが、報酬の

渡し方や使い道が効果の程度に影響する。報酬の渡し方

や使い道が明確であるほど報酬軸の効果は大きくなり、

高齢期の就労への意欲にもつながる。 
時間軸の効果は、居住施設の方が強く見られる。これ

は、居住施設において日々の生活と就労の心理的な距離

が近いことや就労が行われる場所が施設内の共有スペー

スや庭といった生活空間と物理的に距離が近いことで生

活の中で高齢者自身が判断しスケジュール管理を行って

いることによるものであると考えられる。 
組織軸の効果は、就労の仕方が効果の程度に影響する。

個人の特性を生かし役割分担し就労を行うことで、就労

に伴うコミュニケーションや就労の成果による達成感な

どの感情の共有によって仲間意識が生じることによるも

のであると考えられる。 

5. 高齢者介護施設における高齢期の就労の動機 
内閣府の調査によると、健常高齢者の就労動機は「生

活費を得たいから」が最も多くついで「自由に使えるお

金が欲しいから」ⅵと報酬目的の理由が上位を占めるが、

高齢者介護施設利用者の就労動機は「職員の声掛け」「系

列施設からの紹介」「施設の人手不足のため手伝いをお願

いされた」等、受動的なものが多い傾向が見られた。要

介護期には、介護される側の高齢者は受け身になりがち

であるという課題はあるものの、職員の働きかけ次第で

高齢者自身の主体性が引き出される可能性も十分に考え

られる。 
 

6. 結論  
今回の調査によって分かったことは以下の通りである。 

①高齢者介護施設における高齢期の就労形態は、農作業

型、軽作業型、見守り型の 3つが見られた。 
②高齢者介護施設での高齢期の就労の特有の効果とし

て、報酬軸・時間軸・組織軸の効果の 3 つが指摘で

きた。 
③就労形態によって効果に違いはあるが、就労環境や就

労の仕方の工夫を行うことで効果の増大や多様化が

期待できる。 
④高齢者介護施設における高齢期の就労動機として、職

員の働きかけ方や関わり方もまた、重要な要素になり

うる。 
高齢者介護施設における高齢期の就労は、これまでの高

齢者介護施設での取り組みでは見られなかった効果が期

待でき、施設利用高齢者の QOLの向上や生きがいにおい

て重要な役割を持つ可能性があることがわかった。 
本研究では、ヒアリング調査を行った施設数が少なく

定量的な効果検証を行うことができなかった。また介護

度等の身体軸による、効果や環境整備への影響の検討も

今後の課題である。 
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